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付．新交通システム土木横造物設計指針（案）の根拠基準一覧表

　　　上記指針（案）の樹処基準は道路橋示方書と建造物設計標準の2基準である．

　　根拠基準一覧表は下記の書式に従ってまとめる。

（イ）一覧表の左欄に新交通システム土木購造物設計指針（…翰の各条項を記

　　入する。

（ロ）　（イ）の右欄を根拠基準の欄とし，上記指針（案）に該当する根拠基準

　　の条文番号を記入する。胤対応する条文を類似度によってr共通」

　　「約共通」「棺異」の3タイプに分類する．

（ハ）分類に当たっては下図を参考にした。

・r共通」の定義

指針（案）
　に

（注） ：表現法が共通の場合，並びに表現は

相異するが内容が共通の場合をr共

通」と定義する．

・「約共通」の定義 （注）：指針案の条文が根拠基準に含まれる

　　　場合をr約共通」と定蓑する．

・r相異」の定義

指針（案）

および

指針Gめ 硬主）：㎜準と指針（案）カく

　　相異する場合，及び根拠

　　基準以外の条文が追加さ

　　れている場合を「相異」

　　と定義する．



新交逼システム土木携造物股計指針（実）の根拠基準一覧衰（1》

新交遭システム土木槍造物議計揃針個薗

　　　集　　文　　目　　次

振嵐碁準　僚項1
億　　　　　　　考道跳柵示方書 建造物殴計響準

モノレール慶遁曲

共週 糊 相異 共通 欄 帽貝
隅齢甚準への適用

1棚
1章縄副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1－1適用鱒■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 11 ．1

一

1－2纈齢の薦体　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 7 1． O
1－3鵬紀駿すぺき蓼啄　　　　　　　　　　　　　…一・　2 ○

1－4樽鯖馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 1 X

2童曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

2－1荷踵の■顛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

2－1－1㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 ，1 1 ○

2－1－2死聞重（D》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6 ，12 A ○

2－1－3　活轟引重（L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11 1． 《 x
2－1－4緬眼（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・11 21， 24 ○

2－1－5遊腋重⑰　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝 11 ○

2－1－61㎜　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　B 7 △

2－1－7細胴重および聞0⑨　　　　　　　　　　　　　14 1 2 △

2－1－8屡岡瞳σの　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩 1．11 9 ○

2－1－9増勲膨響㊦㊤　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩 210 ○

2－1－10己由鮒㎜｛T》　　　　　　　　　　　　　　　　甥 11 O
2－1－11地■陛動およぴ支鰍膨響0鋤　　　　　　　　　　凶 2．14 〇一

2－1－12㎜㈹　　　　　　　　　　　　　　　　　　均 214 O
2－1－13土圧（E》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　” 1 O
2－1－14ホ圧αの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釦 O
2－1－15浮力または釦旺力（U）　　　　　　　　　　　　　　　釦 11 ○

2－1－16コンクリートのクリープおよび㎜0しαD一一・…・・約 O
2－1－17プレストレスカ㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　箆 O
3章たわみの蔚創匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

3－1たわみの酌容量　・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼 q黛 ム

4章使酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別
4－1鋼財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’加 3．2 O
4－2　　コンクリート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路

4－2－1コンクリート¢棍置　・　　　　　　　　　　　　　　　麗 32
4－2－2　P　Cグラウトの晶質　・　　　　　　　　　　　　　　　　　鰺 つ1 O
4－2－3コンクリートの尉昭蹴撒　　　　　　　　　　　　箆 ○

4－3勘樹算に用いる物理定数　一一一・一…一………一…・一一一……・ゆ一　箆 4 1 O

G　F適用司
△　検．討色3す
×　血，劇不司

一　血舗妹
　　ス臼日
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●　　　　　　　　　●
新交通システム土木構造樹設計指針（案）の根拠基準一覧衰（2）

　　　　　　　新交通システム土木栂造物設計指針G9
4章　綱　橘
　　　　　　　　　　条　　文　　目　　次

恨腿甚準　燦の モノレール構造物

紹蹴甚準への適用
億　　　　　　　考道路柵示方書 建造窃般計標準

共通 糊 帽異 共通 欄 相異且上剖江（1～3章鋤

4章鋼隅

4－1捌　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12r

4－1－1適用の鞭田　・　　　　　　　　　　　　　　　　127 11 O
4－2鋼財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12 2 ○

4－3繊　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129
4－3－11■圏合せと脚蹴断融　　　　　　　・…・1釣 41 △

4－3－2搦齪鋼燗度　　　　　　　　　　　　　　1乱
4－3－2－1着湘關躍　　　　　　　　　　　　　　　1瓢 ．1 △

4－3－2－2職　・…β一…一・一・一一・一・一…一一一…一一・133 1 42．1 △

4－3－2－3陥加囲　　　　　　　　　　　　　　鵬 425 △

4－3－3ポ叫およびピンの許繊　　　　　　　　　　　　1“

4－3－3－1瀞レトの醐　　　　　　　　　　　　　1“ 4 △

4－3－3－2　アンカーポルト・ピンの醗繍　　　　　　　　　　　　　1“ 43 △

4－3－4一　・　　　　　　　　　　　　　　　1“ ○

Ol　朗処
△：燦呂書た要．す

×、通鴎不司
一　、渉，，臣，外

　不明
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新交通システム土木構造物慢計指針（箋）の帳拠菩隼一覧衰（3》

　　　　　　　新交通システム土木構造物畿計措針0吟4章　細　橘
　　　　　　　　　　藁　　文　　目　　凍

搬拠基準　臓勢 モノレール構遁曲
傭　　　　　　　考道脇醤示方書 建造物投計纏準

共通 欄 掴異 共通 欄 相異
謹齢躰の適用

4－4韻卜鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16
4－4－12勘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16’ ス1 57 O
4－4－2　　翻醐目FlZ庫圏匿圭七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16 3．1．7 。6 O
4－4－3鋤回の凸欄　　　　　　　　　　　　　　　　　珊 ．1．6 5．9 O
4－4－4　　日目■圏竈ジり噛舅■堕ナ脚闘■験版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　168 O
4－4－4－1　　日目囹贋竈ジり噛ヨ慶Gナ署嗣閣圏監コ目剛嗣巨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1“B 3．2．1 1 O
4－4－4－2　㎜ナる自由肉出阪　・　　　　　　　　　　　蟹動 ．2．2 1 O
4－4－4－3田鵬澱ナる掴脇i　　　　　　　　　　　　組 3．23 ．1 ○

4－4－4－4　　E目闊1竈ジり帽ヨ躍鯵ナ司』■閲『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塒 25 O
4－4－4－5　　御■剛1財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　154 24 ．1 ○

4－4－5　創口眺よび嶺臓ヲモーメントをヨ嘔ナる■財　　　　　　　　　　　　　欝 7． ○

4～4－6　孔あき娠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1留 4 O
4－4－7　山隊およびT㎜するEヨ師材　・　　　　　　　　　　　蟹9 3．5 O
4－4－8嗣ヨ蹄暢　・　　　　　　　　　　　　　　　　　160 52 510 O
4－4－9　そり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓1 9 5．11 ム

4－4－10柵　・　　　　　　　　　　　　　　　　　160 ○

4－4－10一・1　　弓口属薩劉燗　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ60 6．1 O
4－4－10－2田■一　　　　　　　　　　　　　1随 6　， O
4－4－10－3沢ルト孔　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠 44 62 ○

4－4－10－4憎碗嗣肱魁算　　　　　　　　　　　　　　　嵐 7 6 O
4－4－10。5ヨ田山㈱蜥面檀　・一・一・一・一・一一・一・一・一……・一・一」巳 5 4 O
4－4－11働掴蔽轍　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴 O
4－4一珍桁の転葭閑対する楓薦　　　　　　　　　　　　　　　18 41 5455 △ ※：共孟編芝禾す

○　遜閑弓
△　嬢討Σ蝉す
×　透鼠∫司
一　働爾外
　　丁韻

＼
論
恥
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●　　　　　　　　●
新交通システム土木権造聴計酬（粟）の根拠基準一臓（4）

　　　　　　　新交通システム土木構造物殴計指針σ◎
4章　綱　橘
　　　　　　　　　　条　　文　　目　　次

根拠基準　條項1
傷　　　　　　　考這路柵示方書 建造物設計標隼

モノレール構遁曲

褥椹準への適用
共通 糊 相異 共通 糊 相異4－5遡陪　・一一　　　　　　　　　　　　　　　　一・一・1α O （注．）

4－5－1部材の遵結　・　　　　　　　　　　　　　　　　1引 O ℃ノし一ノし櫨」五遡の湯合ほ

4－5－1－1一般　・　　　　　　　　　　　　　　　　　1α 411 o 新憂孟システムa梅逼物“示
4－5－1－2熔螢・高カポルトの併用　・一一・一・　　　　　　　　1鋭 4．1．2 o 転看皇が直培藍丁一プ葛
4－5－2潮謎手　’　　　　　　　　　　　　　　　　　1田 ○ 音予耕緬5r」噛更閃桁など》
4～5－2－1溶接の種頬と適用　　　　　　　　　　　　　1傷 4．21 1 ○ 〔て二甑1　フランジし『エブの
4－5－2－2溶痴吻有効厚　・　　　　　　　　　　　　　165 422 O 魏舳屠拷箸・二舳て衆之乞
4－5－2－3溶接剛　　　　　　　　　　　　・一・一・一・16 23 O 並．力婦5二乙．

4－5－2－4　すみ肉溶捜の轄始よびサイズ　・　　　　　　　　　　　166 424 o
4－5－2－5すみ鰍」輔帳　・一・一一・　　　　　　　　1田 42 ○

4－5－2－6軸嚇功また域せ㎜ナる溶痴目職庄　…一・一・1田 426 76 o
4－5－2－7、曲げモーメントを受ける熔撫剛　…一・一・一一・一一・168 427 O
4－5－2－8溶痴一の醸査　　　　　　　　　　16B 42 77 ○

4－5－2－9突含せ継手　・　　　　　　　　　　　　　　18 429 o
4－5－2－10脚手　・一一一・　　　　　　　　　　　18 o
4－5－2－UT継手　・　　　　　　　　　　　　　　　　m 4211 o

（⊃　函用司

△　検彦可と專亨

×　還1雨不可
一　血閑9ト

　　不鴫
＼
論
い
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新交通システム土木構造吻股計指針（案）の振拠暮準一覧衰（5）

　　　　　　　新交通システム土木構造蜘設計指針G齢
4童　鍋　橘
　　　　　　　　　　　条　　文　　目　　凍

根嵐甚準　像項1
モノレール1細曲

億　　　　　　　考道跳楷示方書 建造吻投計標準

共通 糊 帽異 共通 欄 相異
閥賭圃閃

4－5－3　　ポノレト繍薩手し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　170

4－5－3－1一鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　170 4 11．1 O
4－5－3－2　ポルト・ナットおよび睦壌　　　　　　　　　　　　　一・一一・171 4． 1 ○

4－5－3－3ボルトの長さ　　　　　　　　　　　　　　　　　171 ○

4－5－3－4ポルトの許容カ　　　　　　　　　　　　　ー一・一毘 7 O
4－5－3－5　　オaレト㎝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・一・　1物 崇 O 皮氏の韻良値なし

4－5－3－6遡繭帳の燭叶　　　　　　　　　　　　　　　　1冨 4 O
4－5－3－7ポルトの嗣刺澗隔　　　　　　　　　　　　　　177 438 1 ○

4－5－3－8ポルトの最胤個隔　　　　　　　　　　　　　　177 O
4－5－3－9梱幽髄離　　　　　　　　　　　　　　　　　　1犯 1 ○ ま圧の韻セ値な1）
4－5－3－10　　オ歌レト剛嘱曳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ね 1 1 O
4－5－3－11勾配座金および薗瞳金　　　　　　　　　　　　　1鴇 4 ○

4－5－4ピンによる遵帖　・　　　　　　　　　　　　…－一…・m 4 剛 O

x ス

44
441 ～

4412

C
△

X

…童国可

綾討芝享す
血用不司

血a体
不1旧
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新交9ステム土木楊造物設計指針（獲）の根拠基璽覧衰（6）

　　　　　　新交通システム土木構造物護計指針α◎
4章　鋼　橋
　　　　　　　　　条　　文　　　目　　次

根随甚準　條の モノレール構遁動

謹計齢の適用
債　　　　　　　考道路橋示方書 建造物設計標準

共通 欄 帽異 共通
縫洪通 相巽

4－6床版　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1団 『 零ルー1しの場信RC庶版髄は
4－6－1鉄筋コンクリート床版　・一一…一一・一　　　　　　　　　　1m 1 一 封康外
4－6－1－1　　し㎜　　・一『一閣一一一・一一一一一・一一一一一・一”一一一。一・一。一。一一一・一9－9一。　12吐

11　》 一
4－6－1－2→匙　・一　　　　　　　　　　　　　　　　　1a 1 7 『
4－6－1－3床駄D豪間　　　　　　　　　　　　　　　　1麗 一
4－6－1－4床瑠㎜ヲモーメント　　　　　　　　　　　　1紹 6．14 一
4－6－1－5床版の晦の照査　　　　　　　　　　　　　1鋭 一
4－6－1－6　コンクリートの“國牒撒　　一・一’…一・一・一『’一『一一冒’一…　捌

1　1》 ｝
4－6－1－7　　コンクリートαオ糊　　・一・一・一一一・一・一一一・一一…一・一一一一一一・　184 1q 一
4－6－1－8鉄厳糊　一一響………一’冒’”一’一…一’一一『…一。1田 6．17 一 、’SDコ5の韻噌2し

4－6－1－9床版員小厚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1価 61ζ（1 7 一
4－6－1－10床版のハンチ　・　　　　　　　　　　　　　　　一一…騰 6．1110 74 一
4－6－1－11㎜および配晦　　　　　　　　　　　　　　1岱 1 一
4－6－2細味版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15 ハ q △

4－6－2－1一般　・　　　　　　　　　　　…一・一一一…－｝一一一聯 △

4－6－2－2　縦リブの麟計　・　　　　　　　　　　　　　　　　　187 りA 6　4 7 △ 4・6・2つ6）富62・2（わ

4－6－2－3　嶺リプの議計　・　　　　　　　　　　　　　　　　　1田 4 △ 46含3（つ〉・6－2・2（21餌説

4－6－2－4　　8日■軽蘇義曳　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　189
｝ △

4－6－2－5鰍』飼享　　　　　　　　　　　　　　1四 △

4－6－2－6襯晧■目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1圏 △

4－7床組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　190 △

4－7－1襯桁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　190 711 △

4－7－2獅噺面力の算出　　　　　　　　　　　　　　　　　19 7
4－7－3嶺桁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1瓢
4－7－4粛田の迎緒　・一・一・一・一・…・一・一・一………・…・一・一一・一一9…・一・1望 74

G　適用可
△　綻討と夢穿
X　適．爾痢可
一　孟訊外
　　下9自
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新交通システム土木構造物畿齢槽針（鑑》の複拠暮準一1衰（τ）

　　　　　　新交通システム土木構造物投計指針G◎
4章　鋼　橘
　　　　　　　　　集　　文　　目　　次

根島甚準　像劇 モノレール構造物

韻計劃レ噸糖用
備　　　　　　　考道磯措示方書 建造鞠設計極準

共通 欄 帽巽 共通 糊 相異4－8　プレートガータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬

4－8－1遜用の鯉劉　・一……一…一…一…　　　　　　　　　　　193 1 ○

4－8－2燈卜一鰻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　193 ○

4－8－2－1　匪齢テモーメント‘こ』よる1陥暉琉蹴　　　　　　　　　　　　　　　　鵬 821 7．1 ○

4－8－2－2　聾闘鯨ナに伴うせλ眉陥応湖匿　　…・一一一・一一－曽。榊…一”’一’一　測 822 7．3 ○

4－8－2－3　ねじりモーメント勘る韻国囲　　　　　　　　　　　　　　　　蹴 2 ○ 4一へ・2・4（3）は詮に蝋定なし

4－8－2－4　曲げモーメントとせん断力との鰍動の照査　一一…・一。…　獅 4 01
4－8－2－5二軸応力伏態乞照査　　　　　　　　　　　　’“15 7．4 Q
4－8－3　フランジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー四’斯

4－8－3－1　ヨ隈フランジ自由㎜D板厚　　’　　　　　　　　　　　　凹 ．1 △

4－8－3－2　線ナた¢弓殴フランジ　　　　　　　　　　　　　　　　ー・一’圏8 2 ○

4－8－3－3　細阪を量ね合・せたフランジ　　　　　　　　　　　　　　　　鵬 ○

4－8－3－4　フランジの有効幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200 4 3．2 ○

4－8－3－5　スラブ止め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳1 5 一

4－8－4脇版厚　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　202 4 8． ○

4－8－5蜘■財　　　　　　　　　・一・一一・　　　　　　　20‘ ，3 ○

4－8－5－1！団南■財の閏隔　　　　　　　　　　　　　　⑳4 8　1 ．5 C
4－8－5－2塾莇■材の欄飴よび飯厚　・　　　　　　　　　斯 2 8．5 ○

4－8－5－3垂直搏墜欄鵬坊　一　　　　　　　　　　　” ○

4－8－6湘財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期 ○

4－8－6－1　水平補隙財の位置　　　　　　　　　　　　　　　　　2αB 1 ○

4－8－6－2　水平捕”財の霞壇・鋼腫および娠犀　　　　　　　　　　　209 ○

4－8－7剤塵鑛中軸の概造　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢0 ○

4－8－7－1荷■藤中点の祠騨財　　　　　　　　　　　　　　ao 871 O
4－8－7－2調｝欄目　　　　　　　　　　　　　　　　　a1 872 ○

4－8－8　対閣購および憤隠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a1 △

4－8－8－1矧囑臆　・一・　　　　　　　　　　　　　　　　瓢1 1 △

4－8－8－2嶺陽　一・　　　　　　　　　　　　　　　2聡 2 △ 4一・24）1滋　に燥定なし

○　皿用可
△，媛討と要マ
x、誼用不可
一　適朗9ト

　　不明
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　　　●　　　　　　　　　●
新交通システム土木構造吻設計指針⊂粟》の根拠基準一覧衰（8》

　　　　　　　新交通システム土木楊造暢設計指針燭む
4章　綱　橋
　　　　　　　　　　条　　文　　　目　　次

根拠基準　條劇 モノレール髄物

設計基準への適用
備　　　　　　　考這路橋示方書 建造物設計標準

共還 欄 相異 共通
誕洪通 相異

4－9　トラス　　　　　　　　　　　　　　・一…一・…一7…一………一一・一一・一214

4－9－1適用虞囲　・　　　　　　　　　一・・一…一…一・一一一一・一一214 1 C
4－9－2部材　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　2M Q2 ○

4－9－2－1→腰　　　　　　　　　　　　　　　　　214 21 ○

4－9－2－2　　■雇i轍　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a4 22 41 ○

4－9－2－3　トラス日一　　・　　　　　　　　　　　　　　2路 023 ○

4－9－3鞘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢7 ．3 ○

4－9－3－1　　一→■1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a7 31 C
4－9－3－2　　ガセ7ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217 32 42 C 放ツト礪象l　G【一39面肱
4－9－4　ダイヤフラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忽8 04 4

．
5 ○ 響＝・『㎜｝ヒ

4－9－5　損構・対唄障および柵『廓　・　　　　　　　　　　　　　　　2B Q
4－9－5－1　も【・窺監　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　218 51 ○

4－9－5－2樹舅　・　　　　　　　　　　　　　　　　　2四 ．5つ 2．2 ○

4－9－5－3　　朗幽舅幽彫　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2鵠
1　一 ○

4－9－5－4柵門隠　・　　　　　　　　　　　　　　　　22D 54 26 ○

4－9－6直榔縞踵を支摘げる弦財　　　　　　　　　　　　　　2勾 ○

4－9－7そり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2烈 9 ○

4－9－8全鉢鹿雇に対する醸査　・　　　　　　　　　　　　　惣 10 ○

¢，塩嗣可
△　婆喜猛蓼す
×　鋤．蘭不む

一　孟函外
　　不朗 N

琶
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薪交辺システム土木構造吻股計捲針（峯》の振拠芒準一覧褒（9，

　　　　　　　斬交通システム土末樽造駒設計揃針G酌
4章　調　橘
　　　　　　　　　　戴　　文　　目　　改

帳自葺準　像項 モノレール構遡動
備　　　　　　　考道路柵示方書 建造物設計嬢準

共週 脚 相異 共通 欄 帽異
設計鯛囲

4－10　ラーメン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

4－10－1週嗣の鯛囲　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 1 o
4－10劇2　ラーメン掘■■㎜、る酒陶■臨よび嗣闘匿　・一・一……・一・一・一・一・22 3， ○

4－10－3■融　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 ，5 ○

4－10一一4茜勝劇剛響　　　　　　　　　　　　　　　　　2お 54 ○

4－10－5ラーメンの全鉢鹿嗣　　　　　　　　　　　　　　　　2圏 55 ○

4－10－5－1　ラーメンの柵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2葛 3．5．1 ○

4－10－5－2　軸酌5岡E勒と戯ナモーメントカ鮒るラーメン督國オー一・一・226 55．2 ○

4－10－6－　　　　　　　　　　　　　　　　2‘ 56 △

4－10－7合噛載躍切照査　　　　　　　　　　　　　　　　凱 57 G
4－10－8　う一メン櫓のたわみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 △

4－10－9　ラーメン釦■蹟のたわみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2葛 59 △

4－10－10　方窃しラーメン嶺の水職の馴頃響　　　　　　　　　　　　　　　　2a5 5℃ △

4－10－11隅廓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2刀 511 o
4－10一・珍　グイヤフラムなどによる剃■尉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　227 312 ○

4－10’一坦　支翔鰍びアンカー郭　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泌 513 o
4－10－14防食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2盟 514 ○

c
△

人

重周i
総討と夢曹
意、罰不可

函用外
不蝸
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●
新交通システム土木構造物股計指針（案）

　　　●

の根拠基準一覧衰（10）

　　　　　　　新交通システム土木構造物股計指針G齢
4章　鋼　橋
　　　　　　　　　　条　　文　　目　　次

搬拠甚準　條囑9 モノレール構造物

燈十酔への適用
備　　　　　　　考道路柵示方書 建造物設計標準

共通 糊 相異 共通 闘 相異
5章合威桁
5－1一般　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・一・2勿

5－1－1適用の鯉圏・　　　　　　　　　　　　　　　　　2田 9．1．1 11 一 建経も感桁箆t．

5－2調叶に闘げる→臓摩項　・　　　　　　　　　　　　　　　22

5－2－1販のコンクリートの1蜘撒　　　　　　　　　一一切 1 2 一 σごk・280「既バ

5－2－20財と脂Dコンクリートと⑳ヤンク徽　・　　　　　　　　2勿 ．1

一

5－2－3順の商効幅　・　　　　　　　　　　　　　　　　　2勾 一

5－2－4順のコンクリートのクリープ　・　　　　　　　　　　　　　2釣 6 一

5－2－5　　躍卿）コンクリートと掴■棚匿　　・一・一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230 ．2．7 一 『4T＝5●C

5－2－6腋のコンクリートの㎜　　　　　　　　　　　　　230 928 55 一 Pz；1．5PI

5－3許容応力虞　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2誕 ．ス．1
一

5－4層　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2蕊

5－4－1一験　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2鎗 施亙＋1萄46屡寿詔

5－4－2せん翫力が購中する級分の棚誼　　　　　　　　　　　　2諺 4＾ 『

5－4－3髄目地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2蕗 4 ｝

5－5ずれ止め　・一…一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2鵠

5－5－1一最　・一一…　　　　　　　　　　　　　　　　　2鵠 1 一 1797に1・泓⑪プれ上めと含t．

5－5－2す罰止めの殴計　・　　　　　　　　　　　　　　　2鵠 『

5－5－3励筋多射轍撫姓じ馳働・一一矧 ．気 一

5－5－4ずれ止めの最蝦隔　　　　　　　　　　　　　　　　劉 一 」勝“■50σP，

5－5－5　　r鰍」・偏閏岡■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　235 『 一

5－5－6　ずれ止めと纐桁との擢捨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 5 『

5－5－7爵碧畦ん既力　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 一 疲労左産虚田“

5－5－8　　スタ7ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　236
一

5－5－9　翻墜行のフランジ厚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2諮 6 6 『 79ツけよ外の囑奮t～IZ勘闇

5－5－10そり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2鵠 7 4 一

置用司

△　綬舘t重†
）〈　趣昂翠可

一　通印外
　　矛蝸
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新交通システム土木構造甥殴計揃針（累》の檀拠芒箪一覧豪（m

　　　　　親交通システム土木構造鞠撞計指針G口
4章鋼　柵
　　　　　　　　灸　　　文　　　目　　　凍

犠拠甚準　像項1
働　　　　　　　考道庸柵承方書 建造蜘綾断蟹準

モノレール構遁曲

共通 欄 帽異 共遵 糊 幅異
殴齢劃囚環彌

6章支籏

6－1一験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2訂 4．1．1 ○

6－2紺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2訂 一1 ○ 指針1粟）4・．阪馨照

6－3瑚吻岨合せと酌一　　　　　　　　　　　　鎚
6－4糊　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2詔

6－4－1賃一　　　　　　　　　　　　　　　　譜 11 ○

6－4－2－　　　　　　　　　　　　　　　2．O 2 O
6－4－3鍋合壷㈱疲　　　　　　　　　　　　　　210 4，4． O
6－4－4　ゴム交承の群容応力1寅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別1

6－4－5交輝錦コンクリートの醐　　　　　　　　　　　20 ○

6－5支毅儒する負の反力　　　　　　　　　　　　　　　　2＠ 4．1： ○

6－6轍勒置　　　　　　　　　　　　　　　　　2“ 4．1．

6－7一　・　　　　　　　　　　　　　　　　2“ 4，1．4 O
6－8アンカー訳ルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー’2“ 41 1 O
6－9　㎜【さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一一　2“ 4．1 O
6－10可髄嗣噛陛おける㎜置　　　　　　　　　　　　　26 417 0

適爾司
△　艇討と夢す
X　I埴m不司

一　趣m外
　　不朗

N
象
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　　●　　　　　　　　●
新交通システム土木槍造物設計指針（案》の根拠基準一覧衰q2》

　　　　　新交通システム土木権造鞠設計指針G麟
4章鋼　橋　　　　　　　　棄　　　文　　　目　　　次

楓拠基準　燦項1 モノレール構働

設計基準への適困
億．　　　　　　考這路柵示方書 建造物般計棲準

共遺 闘 帽異 共通 脚 相異7茸事内・檀鰍
7－1適閑の■田一一・一一・一一…一一一…一…一甲一一一…一・一一……一…一・一・一一一26

7－2磯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

7－2－1萄瞳の顧顛・　　　　　　　　　　　　　　　26
7－2－2頗匿案内臓条に懐ける櫛櫨び■》　　　　　　　　卸1
7－3融　・…・一一一甲一・一9一・一・一…一一一一一…一一…一一・一貿7

7－3－1コンクリートおよび鉄盤㈱農　・一一一・一・…・一・一・一・一一・一…・2σ

7－3－2鋼財の鰍　　　　　　　　一’一…“…騨’『’一…一’噂’”

7－3－3　荷■の岨合せと許㎜魯醇数　　・　　　　　　　　　　　　刎8

8童剛8－1僻顔置　…一…一…一　　　　　　　　　　　　　　　　2佃
8－2む薦　・一よ・一・一・一・…・…甲一響…・一一一・一一一・一・…ゆ…一一一…2四

8－3楠硬鯉　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・29
8－4掴詠簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2四

8－5鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250
8－6劇陵閲遍臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250

8－7緊網■岡遡略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰

●
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